



















































































































































































































































































































感情的 共感 世界観 シニカル 悲観的
 213サブカルチャーに見る若者のコミュニケーション類型
ような一見どちらの体系に属するかわからない、ハイブリッドなサブカルチャーがある以
上、それを享受する若者たちのコミュニケーション傾向の変数とサブカルチャーの変数を
総合的に見て、その「含有量」でどちらの体系に近いかという判断によってこの論は裏付
けられる。
4.　おわりに
　コミュニケーションのモードが時代とともに変化していく裏には、必ず文化の変容があ
る。逆に文化の変容はコミュニケーションの変化という刺激がなくては起こり得ない。こ
れは、文化活動がポストモダンの流れの中で次第に大衆化し、記号消費的なコミュニケー
ションに慣れきってしまった現代においてより強く意識される。特に若者のコミュニケー
ションやその時代のヘゲモニー的な文化・サブカルチャーは、世代によってめまぐるしく
その性格を変質させていく。それは「新人類」と呼ばれたかつての若者たちが大人にな
り、自分の子供世代を「ゆとり世代」として揶揄し、たった数年前の音楽が「懐メロ」と
烙印を押され、俳優やアイドルも次から次へと使い捨てにされるような現代的構図を見れ
ば明らかである。この新たな変化を絶え間なく摂取し続ける麻薬中毒のような現代におい
て、若者たちは自分のアイデンティティをどう意識し、自分をどう律したらよいのか。そ
の処方の一つが、第 3節で述べたように、自らが取り入れる文化の性質と、自分の性格と
も置き換えられるコミュニケーションスタイルを照らし合わせるということである。これ
はどの文化がどのようなアイデンティティ形成に影響を与えるか、どのようなコミュニケ
ーションの性格を持った人に受け入れられやすいか、ひいては、この文化が覇権的である
現代とはどのような時代であるのか、ということを考察するための証左となりうる。しか
し、これ以上にサブカルチャーが細分化し、若者のコミュニケーションの変容が混迷を極
めるであろうこの先の時代には、このような体系的な考察は不可能になるかもしれない。
なぜなら、それがポストモダン時代の収束点だからである。
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